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凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

会
員
訪
問
・
株
式
会
社 

ト
ー
ア
い
こ
い
の
杜（
３
面
）／
全
国
の
最
賃（
２
面
）

　

最
新
の
台
風
11
号
は
、
日
本
の

は
る
か
南
の
海
上
で
発
生
し
、
か

な
り
複
雑
な
経
路
を
た
ど
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
予
測
通
り

の
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
て
日
本
海
を

北
上
。
７
日
未
明
に
サ
ハ
リ
ン
近

く
で
温
帯
低
気
圧
に
な
っ
て
去
っ
て

行
っ
た
▼
韓
国
大
統
領
が
こ
の
台

風
に
最
大
限
の
警
戒
を
喚
起
し
て

い
た
が
、
釜
山
の
映
像
を
見
る
と

か
な
り
の
被
害
が
出
た
よ
う
だ
。

日
本
列
島
を
経
由
す
る
台
風
は
勢

力
を
落
と
し
て
上
陸
す
る
た
め

か
、
韓
国
で
は
こ
れ
程
の
猛
威
を

振
る
う
こ
と
は
珍
し
い
の
だ
ろ
う

▼
そ
れ
に
し
て
も
、
最
近
の
気
象

予
報
の
正
確
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ゴ
ル
フ
の
日
程

を
設
定
す
る
と
き
、
１
週
間
後
の

予
報
が
役
に
立
つ
。
ほ
ぼ
正
確
に

当
た
る
の
だ
▼
た
だ
最
近
の
台
風

の
巨
大
化
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
風

速
が
毎
秒
50
メ
ー
ト
ル
ど
こ
ろ
か

70
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
や
雨

量
が
１
時
間
に
１
０
０
ミ
リ
を
超

え
る
な
ど
、
そ
の
猛
烈
さ
に
脅
か

さ
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
２
年
の
４
月
〜
９
月
の

労
働
保
険
料
率
の
一
般
事
業
は
現

在
０
・
95
％
で
す
が
、
２
２
年
10

月
〜
２
３
年
３
月
は
１
・
35
％
に

な
り
ま
す
。

　

年
２
回
の
雇
用
保

険
料
率
の
引
き
上
げ

は
、
改
正
法
が
３
月

30
日
に
成
立
し
『
道

商
工
連
４
月
号
』
で

ご
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
正
で
は
、

雇
用
情
勢
に
応
じ
て

一
般
会
計
か
ら
臨
時

に
財
源
を
導
入
で
き

る
制
度
を
創
設
。ま

令
和
４
年
度（
10
月
〜
翌
年
３
月
）

雇
用
保
険
料
率
２
回
目
引
き
上
げ

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
求
人
情
報

を
紹
介
す
る「
求
人
サ
イ
ト
」の
規

制
強
化
や
、
都
道
府
県
ご
と
に
独

自
の
職
業
訓
練
内
容
を
設
定
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
保

険
財
政
が
悪
化
し
た
こ
と
が
理
由

で
、
企
業
の
休
業
手
当
を
国
が
部

分
的
に
補
填（
ほ
て
ん
）す
る
雇
用

調
整
助
成
金
は
、
支
給
決
定
額
の

累
計
が
５
兆
４
千
億
円
を
突
破
。

失
業
手
当
な
ど
の
積
立
金
を
充
当

し
て
い
ま
す
が
２
２
年
度
末
に
は
、

枯
渇
す
る
見
通
し
だ
と
い
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
の
引
き
上
げ
は
、
労

使
折
半
で
負
担
す
る
一
般
事
業
の

「
失
業
等
給
付
」の
労
働
者
負
担
が

現
在
の
０
・
３
％
が
０
・
５
％
に
、

同
事
業
主
負
担
の
０
・
65
が
０
・

85
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
次
ペ
ー

ジ
の
表
の
下
段
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。



（２）

有
効
求
人
倍
率

　

道
商
工
連
８
月
号
（
８
月
10
日

付
）
は
、
道
内
最
低
賃
金
に
つ
い
て

「
最
賃
10
月
か
ら
道
内
は
30
円
引
き

上
げ
で
９
１
９
円
か
」と
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
同
８
日
、
北
海
道
労

働
局
長
の
諮
問
機
関
・
北
海
道
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
は
２
０
２
２

年
度
の
最
低
賃
金
（
時
給
）
を
現
在

の
８
８
９
円
か
ら
31
円
引
き
上
げ

て
９
２
０
円
に
す
る
こ
と
を
答
申

し
、
事
実
上
決
定
。10
月
２
日
か
ら

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
の
中
央
審
議
会
が
示
し
た
目

安
額
30
円
を
１
円
上
回
っ
た
の
は
、

道
内
の
消
費
者
物
価
指
数
が
全
国

水
準
を
上
回
り
、賃
上
げ
も
追
い
つ

い
て
い
な
い
現
状
を
重
視
し
た
と

さ
れ
、
引
き
上
げ
額
を
32
円
に
す

る
案
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、企
業
の

支
払
い
能
力
も
考
慮
し
て
31
円
で

決
ま
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
加
重
平
均
は
９
６
１
円

に
な
り
、
最
高
額
の
東
京
都
と
最

低
額
の
県
と
の
差
は
２
１
９
円
に

な
り
ま
し
た
。全
国
の
最
低
賃
金

は
上
の
図
の
通
り
で
す
。

青森秋田

福島

茨城群馬

千葉埼玉

山梨 東京

神奈川

岩手山形

新潟
石川

栃木

宮城
富山

福井兵庫岡山広島

山口

長野

岐阜

静岡大阪

京都

愛知

三重

奈良

和歌山

北海道

鳥取

滋賀

島根

徳島

香川大分

佐賀

長崎

熊本 宮崎

鹿児島
沖縄

愛媛

高知

福岡

全国加重
　平均

853

854

883890
891

908

888

920

960892

908

910986

888

930

1023

896
853

900

889

944

986

933

913

898

1071

1072

858

911895

854857

927855

878854

853

853

853

853

853

853

853

987 984

854

853

961
（
時
給
・
円
）

道
内
最
低
賃
は
９
２
０
円

10
月
２
日
実
施
で
決
ま
る

全国の最低賃金（2022 年）
　最高額は東京都の 1072 円、最低額は青森、
秋田、長崎、鹿児島、沖縄など 853 円で、その
差は219円になった。



（３）
　

が
ん
保
険
の
ア
フ
ラ
ッ
ク
代
理
店

と
し
て
知
ら
れ
る
株
式
会
ト
ー
ア

の
グ
ル
ー
プ
企
業
。サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅「
ト
ー
ア
レ
ガ
ー

ト
パ
レ
ス
」（
札
幌
市
北
区
）や
、
介

護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム「
も
み
の

木
」（
江
別
市
）を
運
営
し
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
と
は
、介
護
や
医
療
と
連
携
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
一
定
の
広

さ
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
を
備
え

た
賃
貸
住
宅
の
こ
と
。２
０
１
２
年

の
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
全
確
保
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正
で
誕
生
し

た
。

　

高
齢
者
向
け
の
施
設
は
、
自
治

体
や
福
祉
団
体
が
運
営
す
る
「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」や「
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
」が
あ
る
が
、
そ
れ
を
補

う
よ
う
に
民
間
企
業
の
参
入
が
進

み「
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

や
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
」が
増
え
て
い
る
。

　

ト
ー
ア
レ
ガ
ー
ト
パ
レ
ス
は
、地

下
鉄
南
北
線
北
34
条
駅
に
近
い
便

利
な
場
所
に
あ
る
12
階
建
て
。現

安
心
・
安
全
・
快
適
な
老
後
の
住
ま
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
し
っ
か
り

看
取
り
ま
で
お
引
き
受
け
し
て
い

ま
す
。だ
か
ら
長
期
の
入
院
に
な
っ

て
も
退
所
を
求
め
ま
せ
ん
」
と
話

す
。

　

建
物
１
階
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
介
護
士
が
常
駐
し
て
、
日
常
的

に
相
談
が
受
け
ら
れ
る
し
、
介
護

認
定
や
訪
問
介
護
に
も
対
応
し
、

２
階
に
は
専
用
の
介
護
居
室
も
あ

る
の
で
必
要
に
な
れ
ば
転
室
も
可

能
だ
。

　

一
般
居
室
は
一
人
用
の
ワ
ン
ル

ー
ム（
６
畳
）か
ら
夫
婦
用
の
１
Ｌ

Ｄ
Ｋ（
８
畳
＋
11
畳
）
な
ど
が
あ

り
、す
べ
て
キ
ッ
チ
ン
と
ト
イ
レ
、バ

ス
か
シ
ャ
ワ
ー
室
付
き
だ
が
、朝
９

時
半
か
ら
夜
10
時
ま
で
入
れ
る
大

浴
場
が
人
気
だ
。自
主
運
営
の
サ

ー
ク
ル
活
動

も
あ
り
、
パ
ー

テ
ィ
ー
ル
ー
ム

で
は
カ
ラ
オ

ケ
、合
唱
、マ
ー

ジ
ャ
ン
、
囲
碁
、

将
棋
な
ど
が

行
わ
れ
、
ポ
ー

ル
ウ
オ
ー
キ
ン

株
式
会
社 

ト
ー
ア
い
こ
い
の
杜

会員訪問

生
活
相
談
等
サ
ー
ビ
ス
費
１
万

１
千
円
、食
費
１
万
９
千
５
百
円

（
夕
食
１
回
６
５
０
円×

30
回
）

で
１
カ
月
合
計
11
万
５
５
０
円

＋
自
己
負
担（
水
道
・
電
気
・
電

話
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
・
介
護
保

険
自
己
負
担
分
）と
な
る
。

　

い
ま
、
こ
の
業
界
で
一
番
苦
労

し
て
い
る
の
は
介
護
職
の
人
手
不

足
だ
。介
護
の
質
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
外
国
人
を
含
め
た
人
材

の
、
早
急
な
養
成
が
欠
か
せ
な
い

と
い
う
。行
政
の
取
り
組
み
強
化

が
求
め
ら
れ
る
。

　

山
内
さ
ん
は
、「
入
居
は
、身
体

が
動
か
な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
で
す
。動
く
う
ち
に
身
の
回
り

を
整
理
し
、身
軽
に
な
っ
て
、こ
こ

で
余
生
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　
　
　

＊　
　
　
　

＊

株
式
会
社
ト
ー
ア
い
こ
い
の
杜

札
幌
市
北
区
北
31
条
西
４
丁
目

３
│
18

電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）０
１
２

０
・
１
６
３
・
０
６
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://www.ikoi-m
ori.com

在
、
入
居
者
は
１
３

０
人
で
、
女
性
７
割
、

男
性
３
割
、
平
均
年

齢
は
85
歳
ほ
ど
に
な

る
。

　

山
内
敏
社
長
は
、

「
う
ち
の
入
居
者
の

皆
さ
ん
は
、
終（
つ
い
）

の
棲
（
す
み
か
）
と
な

る
こ
と
を
望
ん
で
い

介護付有料老人ホーム「もみの木」（江別
市）と、機能回復へ充実したリハビリ施設

ト
ー
ア
レ
ガ
ー
ト
パ
レ
ス（
札
幌
市
北
区
北
31
西
４
）

グ
も
で
き
る
。食
事
は
１
日
３
食

提
供
し
て
い
る
が
、
朝
と
昼
は
自

炊
し
て
、
夕
食
だ
け
レ
ス
ト
ラ
ン

で
食
べ
る
人
が
多
い
と
い
う
。ペ
ッ

ト
は
小
型
犬
や
猫
、
小
鳥
は
飼
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

部
屋
は
個
室
で
も
見
守
り
方

法
は
進
歩
し
て
い
る
。介
護
居
室

や
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
人
に
は
、

本
人
の
承
諾
を
得
て
、
ベ
ッ
ド
に

敷
く
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
。心

拍
・
呼
吸
・
眠
り
の
深
さ
・
離

床
の
状
況
を
、
職
員
が
パ
ソ
コ
ン

で
受
信
し
、
い
ち
早
く
異
常
を
探

知
す
る
。

　

気
に
な
る
入
居
費
用
だ
が
、
敷

金
は
家
賃
の
２
カ
月
分
。月
額
料

金
は
一
般
居
室
（
６
畳
）
の
場
合
、

家
賃
６
万
円
、
共
用
費
２
万
円
、

も
り



（４）

酒
の
量
医
者
は
女
房
の
方
に

聞
き

バ
ス
に
乗
り
遠
く
の
街
で
降

り
た
ア
リ

婆
ち
ゃ
ん
だ
固
定
電
話
の
ベ

ル
が
鳴
る

５
歳
児
は
決
し
て
よ
け
な
い

水
た
ま
り

警
官
と
歩
く
と
み
ん
な
振
り

返
り

ハ
イ
ヒ
ー
ル
履
く
と
鼻
ま
で

高
く
な
る

前
の
人
見
て
と
メ
ー
ル
が
隣

か
ら

税
金
で
ポ
イ
ン
ト
配
る
変
で

し
ょ
う

ド
ン
ピ
シ
ャ
よ
だ
け
ど
解
か

ら
ぬ
ド
ン
と
ピ
シ
ャ

あ
の
世
か
ら
い
つ
で
も
見
て

る
こ
ま
り
ま
す

あ
の
頃
の
謎
解
き
に
行
く
同

窓
会

旅
に
出
た
気
分
を
壊
す
チ
ェ

ー
ン
店

ね
え
あ
な
た
戦
争
で
す
と
起

こ
さ
れ
る

２
年
前
未
熟
だ
っ
た
と
執
刀

医    

（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
31
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
う
雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
を
10
月
以
降
、
縮
小
す
る

と
発
表
し
た
。現
行
は
従
業
員
１

人
当
た
り
１
日
１
万
５
０
０
０
円

を
上
限
に
助
成
し
て
い
る
が
、１
万

２
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
る
。雇

調
金
は
、
企
業
が
従
業
員
を
休
業

さ
せ
た
場
合
に
国
が
休
業
手
当
の

　

建
設
現
場
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸

っ
て
肺
が
ん
で
死
亡
し
た
と
し
て
、

建
設
作
業
員
だ
っ
た
男
性
の
遺
族

が
東
証
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
上
場
の
建

材
メ
ー
カ
ー
「
日
本
イ
ン
シ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
」（
大
阪
市
）に
損
害
賠
償
を

求
め
た
訴
訟
は
８
月
23
日
、
大
阪

地
裁（
石
丸
将
利
裁
判
長
）で
和
解

が
成
立
し
た
。会
社
側
が
遺
族
に

謝
罪
し
、
解
決
金
１
２
８
７
万
円

を
支
払
う
。

　

遺
族
側
弁
護
団
に
よ
る
と
、
全

国
の
元
作
業
員
や
遺
族
計
約
１
５

一
部
を
補
塡（
ほ
て
ん
）す
る
制
度
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
特
例
制
度
以

外
で
実
施
し
て
い
る
助
成
措
置
に

つ
い
て
も
、現
行
９
０
０
０
円
の
日

額
上
限
を
８
３
５
５
円
に
引
き
下

げ
、
支
給
要
件
も
一
部
縮
小
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

12
月
以
降
の
支
給
に
つ
い
て
は

雇
用
情
勢
な
ど
を
見
極
め
て
10
月

末
ま
で
に
改
め
て
判
断
す
る
。

日
額
１
万
５
０
０
０
円
を
１
万
２
０
０
０
円
に

新
型
コ
ロ
ナ  

雇
用
調
整
助
成
金
の
最
高
額
を
減
額

０
０
人
が
国
と
建
材
メ
ー
カ
ー
の

賠
償
責
任
を
問
う
「
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
」を
巡
り
、
メ
ー
カ
ー
と

の
和
解
は
初
め
て
。

　

複
数
の
現
場
を
渡
り
歩
く
作
業

員
が
ど
の
建
材
で
発
症
し
た
か
の

特
定
は
困
難
だ
と
し
て
、多
く
の
メ

ー
カ
ー
は
今
も
責
任
を
争
っ
て
い

る
。男
性
が
同
社
製
の
建
材
の
み
を

長
年
扱
っ
て
い
た
こ
と
や
妻
が
高

齢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
議

が
進
展
し
た
と
い
う
。和
解
額
は

国
と
同
額
だ
っ
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
メ
ー
カ
ー
全
国
初
の
和
解


